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研究成果の概要（和文）：本研究は、電子マネーや地域通貨などの「新貨幣」にまつわる事象について、「交換」「取
引」を鍵概念とする商学を中心とした理論枠組みで分析した。現代商業におけるビジネスモデル革新が顧客や（地域）
コミュニティとの関係を再構築することによって創出されていること、新貨幣の成立についてもコミュニティにおける
関係性や信頼という観点で理解が可能なこと、多様な商業者が主体的に関わる「営利的な非営利型通貨」が継続の鍵で
あること、などを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We studied of the "new currency" with the theoretical concepts in the Commercial S
cience, such as "exchange" and "transaction". The main conclusions of our study are as follows. (1)Many in
novations in the current commercial business are realized by the reconstruction between the businesses and
 the (local) communities. (2)With the concepts of "relationship" and "reliance", we could understand why t
he new types of currency are approved in some communities. (3)For the continuance of some new currencies, 
the profit-making "non-profit operation" is important.
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１．研究開始当初の背景 
 SUICA や Edy などの「電子貨幣」、オン
ライン・ゲームやネット・コミュニティ、仮
想市場上の「仮想貨幣」、街づくりや地域コ
ミュニティなどと関連した「地域通貨」、さ
らには企業独自によって発行される「企業ポ
イント」など、多様な「貨幣」が登場した。 
 電子貨幣はコインや紙幣を持ち歩かなく
て済むように、仮想通貨は文字通り仮想社会
で利用できるように、地域通貨は地域社会で
利用できるように、そして、企業ポイントは、
商店街のスタンプからはじまり、百貨店やス
ーパー、専門店などのポイントカード、航空
会社のポイントまで広がり、企業が顧客の囲
い込みのため利用できるようにと、それぞれ
発行主体や目的が異なっている。しかし、い
ずれにしても企業活動や経済活動の拡大を
目指していること、およびそこに小売商業が
関わることが多いことが共通点として挙げ
られる。 
 これらの「貨幣」の存在は、旧来的な貨幣
論からは逸脱している面がある。経済学は勿
論のこと、社会学、法学、あるいは文化人類
学において議論されてきた貨幣論では、暗黙
のうちに、真偽の判定が担保された実貨幣の
存在が仮定されていように思われる。しかし、
上述した新しい「貨幣」の多くは、法的に保
証された実貨幣とは異なっている。 
 これらの新しい「貨幣」は、現在では、商
業者同士が新たな顧客を求めて提携し、互い
の企業ポイントが交換できたり、あるいはポ
イントが電子貨幣として利用できたり、さら
には仮想貨幣と実貨幣が交換できたり
（RMT:リアル・マネー・トレード）と、交
換可能な「複合貨幣」へと変化しつつある。
この変化は、「貨幣」を本物・偽物として区
別することを困難にしつつある。また、それ
は、「貨幣」の単一化に向けた動きとして捉
えることもできるが、はたして、そのような
単純な推測が成り立つのかどうか、その精緻
な分析が必要な段階を迎えていた。 
 
２．研究の目的 
 そうした複合化へ向けた動きは、囲い込み
を目指した発行主体から見れば、他社の顧客
は勧誘できるが、逆に、自社の顧客の流出に
つながるというジレンマを生じており、囲い
込みという本来の発行主体の目的を超えた
課題もでてきている。さらに提携の提携へと
広がるという、主体者にとっては意図せざる
結果も生じている。すなわち、新たな「貨幣」
は、発行主体の戦略的、経営的行動と結びつ
きつつ、一方で、実貨幣とも結びついて公共
性を構成しつつあるととらえることもでき
る。 
 われわれは、こうした新しい「貨幣」の現
象に対し、「交換」や「取引」に焦点を当て
る商学を中心とした理論枠組みを持って接
近する。直接的に商業の問題といえる企業ポ
イントや地域貨幣、仮想貨幣を出発点として、

電子貨幣や実貨幣にまで商学の理論を展開
させていくことになる。はたして、商業者は、
他の商業者、商店街、地域コミュニティ、ネ
ット・コミュニティ、仮想市場における、こ
うした複合貨幣にどう向き合えば良いのだ
ろか、あるいはこうした複合貨幣は、伝統的
な商業概念、あるいは貨幣論に変更を迫るも
のであろうか。これらの点が，本研究の問題
意識である。 
 実践的には、これらの貨幣の商業へのイン
パクトが多く取りざたされるが、その多くは
表層的な分析にとどまっているように思わ
れる。新しい「貨幣」に関する研究は、基本
的にはそれぞれ個別に研究蓄積が行われて
きており、複合的な現実は充分には捉えられ
ていない。あるいは、貨幣論と商業概念の接
続については充分な議論がなされていない。
さらには、こうした複合貨幣の現象は、国内
だけでなく海外でも見られ、グローバル広が
りを見せはじめている。そのため、複合貨幣
に関する体系的な研究や、そこでの商業のマ
ネジメントに関する研究が必要となってき
ている。 
 
３．研究の方法 
 上記のように、学際的なアプローチも求め
られることから、商業論、マーケティング論、
経済学、情報技術研究などに関連する研究者
によって、研究グループが構成された。研究
方法についても、上記学問領域の研究蓄積に
もとづく理論研究、インタビュー調査や観察
手法にもとづく定性研究、史料等にもとづく
歴史研究、およびそれらのベースとなる各種
データを分析する定量研究を実施すること
とした。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、以下の４点に集約できる
だろう。 
 
(1)現代商業の革新と顧客との関係 
 複数の事例分析を通じて、商業における現
代的革新を検討するとともに、ビジネスモデ
ルのあり方に関する理論的な検討を行った。
分析対象の事例としては、セブン＆アイ、ロ
ーソン、イオン、ライフ、ヤオコー、アーク
ス、サミットといった代表的な小売企業をは
じめ、ウェザーニュース、H.I.S.、ロックフ
ィールド、はとバス、フェリシモ、グリップ
インターナショナル、コスモス・ベリーズな
ど多岐にわたる。 
 これらのビジネスモデル革新では、コンテ
クストの変化を踏まえた顧客価値の再定義、
ステイクホルダーとの関係の再構築が行わ
れおり、ビジョンの確立とリフレーミング、
そして顧客志向の実践化が重要な役割を果
たしていた。 
 
(2)通貨を成立させる条件 
 貨幣は他の社会的構造と同様に、コミュニ



ケーションを要素とし、その相互作用による
自己強化のダイナミクスによって生成して
いる。商業という行為は、情報の伝播に時間
が掛かるという本質的問題を克服する上で、
貨幣と双対の関係にある。それゆえ、商業も
また同様のダイナミクスを帯びている。コミ
ュニケーションのあり方が変化するとき、貨
幣・商業もまた構造的変化を被ることになる。 
 近年、コンピュータ化が急激に進み、それ
がネットワークとして相互接続されること
により、コミュニケーションに本質的変化が
表れている。それがもっともわかりやすい形
で表現されているのが、いわゆる P2P の出現
である。それ以前の大規模コミュニケーショ
ンは、必然的にどこかに結節点を生み出すこ
とになり、それが権力という構造を生じさせ
てきた。P2P コミュニケーションは、そのよ
うな結節点を消滅させるため、貨幣・商業に
も根本的影響をもたらすことが予想される。 
 本研究では、BitCoin、地域通貨、ブラン
ドなどの問題を、上記の観点から理論的に考
察した。ネット上で発展してきた仮想貨幣に
ついては、現象としてはダウントレンドにあ
ると考えられるが、特に貨幣そのものを成り
立たせる原理をコミュニティにおける関係
性の観点から捉えることで、通常の貨幣同様
に、ネット上でも仮想貨幣が機能しうること
を検討した。ネット上のコミュニティに関す
る研究では様々な角度からの考察が進めら
れており、本研究で貨幣という究極的な価値
創造の可能性を検討したことは、そうした研
究に一つの知見を提供すると思われる。 
 
(3)商業と地域通貨 
 上記２つの問題をふまえ、新貨幣の１つで
ある「地域通貨」をとりあげ、商業と地域通
貨との関係について、継続的に考察を行って
きた。具体的には、東京の渋谷を中心に展開
する「アースデイマネー」、北海道の栗山町
の「クリン」、そして東京の高田馬場を起点
に全国に広がった「アトム通貨」を対象に、
事例調査研究を実施した。 
 そもそも先行研究によると、国家通貨の代
替となるような「営利型地域通貨」は成果を
上げすぎ、政府や中央銀行から禁止や抑圧を
受けほぼ消滅していた。一方、介護･福祉、
環境、育児などを相互扶助で解決することを
促進する、いわゆるエコマネーと呼ばれるよ
うな「非営利型地域通貨」は、事務局の運営
コストが増大し消滅あるいは継続が困難に
陥っていた。先述の「クリン」が、まさにこ
の例にあてはまっていた。 
 こうした中、アトム通貨は、営利型、非営
利型の両面をもつ「営利的な非営利型通貨」
として、継続、発展していることが調査から
明らかとなった。商業の営利活動の中に、地
域への貢献という非営利性を入れることで
カギであった。さらに、事務局に運営が一極
集中するのではなく、多様な商業がアイデア
を創出し、それぞれが主体的に活動すること

が継続・発展に寄与していた。 
 
(4)地域社会に埋め込まれた情報と地域通貨 
 貨幣は交換を効率的に媒介するために導
入された社会的装置である。現在では、交換
の効率性と安定性を確保するため、国家（中
央銀行）が発行する公鋳貨が一般的であるが、
地域の中ではさまざまな類似の決済手段が
採用されている。商店街でいえば、スタンプ
や地域商品券がこれに該当するが、これらは
地域社会の中の限られた範囲での信頼に基
づいて、その地域の中でのみ流通する。 
 この信頼には、かつての「結い」や「手間
替え」のように、明確な形をとらないものも
含まれる。今回の研究では、新たに登場し始
めたツールに注目しながら、こうした地域社
会の中に埋め込まれた信頼が、貨幣の役割を
補完することによって地域経済内部の循環
をより豊かなものにすることを確認した。 
 また、地域の商業とともに地域経済を担う、
地域製造業の商業活動についても研究を進
めた。たとえば、香川県のシューズメーカー
である徳武産業は、特異なポジションを通信
販売を通じて生かそうとしている。また、長
野県のヴィラデストは信州のワイナリーの
会社だが、ワイナリーに集客する方策を通じ
て、ビジネスを継続させようと考えている。
いずれも、「顧客との共感づくり」を柱に、
ビジネスを進めてるいことを見出した。 
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